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論 文 内 容 の 要 旨
第Ⅴ因子及び第Ⅶ因子複合体 (第Ⅶ因子+ 第Ⅹ因子) は, 血液凝固第 Ⅰ相におけるトロンボプラスチン





た｡ 健康人数例より集めたクエン酸加血某を pH7.4の VeronalBufferで10倍希釈したものを100%標
準として漸減希釈して90-10%液を作り, その各0.1mlに基質0.1mlを加えてプロトロンビン時間を測
定してグラフに画きこれを活性値測定の標準曲線とした｡ 被検血兼を10倍希釈して同様にプロトロンビン
時間を測定し, 標準曲線から活性値 (% ) を求めた｡
第Ⅶ因子複合体活性値の測定には, ウシ藤酸加血兼を直径14cm のザイツ滅過器で, 国産石綿浦紙を使
用して空気ボンベ陽圧にて緩速滅過し, 分画採取した擢菜に検討を加え, 第Ⅶ因子複合体を含まずプロト
ロンビン含有量が40%前後のものを求め, これを測定の基質として用いた｡ 第Ⅴ因子活性値測定の場合と
同様にして標準曲線を作成し, それより被検血寮の活性値を求めた｡ この方法と, 国産ベントナイト吸着












みられたが, 黄痘指数, チモール混濁反応, BSP30分値, 血清 トランスアミナーゼとの問には有意の相
関関係がみられなかった｡
甲状腺機能検査成績と2因子活性値との問には, 第Ⅶ因子複合体活性値が BMR,PBI, 13 1Ⅰ摂取率24時
間値とそれぞれ有意の負の相関関係を示したが, 第Ⅴ因子活性値との問には相関関係が成立しなかった｡
次に主として内分泌異常状態における抗凝固剤に対する2因子および1投法プロトロンビン活性値の反
応を知るために, WarfarinSodium30mg 1 回投与して約 1週間経過を観察した｡ 健康人では, 投与後
48-72時間でプロトロンビンおよび第Ⅶ因子複合体活性値が最低となり, 6-7日で元の正常域に回復し







論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は血液凝固第 Ⅰ柏および第Ⅱ相に重要な役割を演ずる第Ⅴ因子および第Ⅶ因子複合体 (第Ⅶ+ 罪
Ⅹ因子) が代謝異常下において, あるいはまた内分泌異常状態下において抗凝固剤を投与した時いかなる
影響をうけるか知らんとしたものである｡､まず 2 因子の測定法について検討を加え, Ⅴ因子は著者の改良
したWolf法により第Ⅶ因子複合体は石綿ろ過牛血清を基質として測定しその正常値を示している｡ 次い
で第Ⅴ因子は肝疾患, パンチ症候群では著明な低下を, 糖尿病の一部および副腎皮質ホルモン (副ホ) 投
与では上昇傾向を示すこと, 第Ⅶ因子複合体は急性肝炎, パンチ症候群, 急性腎炎, バセ ドウ病では低下
を副ホ投与時には上昇を示すこと, さらにバセ ドゥ氏および蛋白同化ホルモン投与時に抗凝固剤を使用す
るとそのプロトロンビンおよび第Ⅶ因子複合体低下効果は増加し, 一方副ホ投与によりその効果は減弱す
ることを明らかにしている｡
以上本論文は第Ⅴ因子および第Ⅶ因子複合休の測定法を考案し, この因子に対する各種疾患および種々
の内分泌異常状態における抗凝固剤使用時の影響を観察したもので, 学術的にも臨床的にも有益であり,
医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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